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はじめに

ホタテガイ養殖では，天然採苗後の夏から秋に稚貝の

籠入れ替え作業が数回行われる。その目的は稚貝サイズ

の選別，害敵駆除，密度調整，目合の大きな養殖籠への

交換によって，養殖生産性を高めることにある１）。その

反面，籠入れ替え作業は稚貝の乾出やふるい分け等の物

理的衝撃や作業用水の温度・塩分・DO等水質の急激な変

化を伴うため，稚貝のへい死要因となる２）。ホタテガイ

の中腸腺トリグリセライド（TG）は閉殻筋のグリコーゲ

ンとともにエネルギー貯蓄物質であり，含有量の季節変

化は水温や餌料条件等の生育環境および生殖巣の発達過

程と密接に関係する３，４）。中腸腺TGは生殖巣発達時の生

理的な役割に興味がもたれてきた５－７）。近年，ホタテガ

イ稚貝の生理状態を生化学的に把握する試みがなされ８－11），

稚貝のTG含有量は飢餓や時化等によって日単位で減少

することがわかってきた 10，11）。しかし，養殖現場におけ

るホタテ稚貝のTG含有量の挙動に関する知見はほとん

どない。本研究では，籠入れ替え作業後のホタテ稚貝の

TG含有量の変化を調査し，養殖作業ストレスに対して

ホタテ稚貝のTG含有量が応答することを明らかにした。

材料と方法

北海道，長万部町静狩沖のホタテガイ養殖海域（図１）

において，ホタテ稚貝のTG含有量に及ぼす籠入れ替え作

業の影響試験を実施した。2005年７月中旬に天然採苗さ

れ，籠養殖されていた稚貝を８月23日の本試験に供した。

籠入れ替え作業は船上で行う次の①～⑥の工程からなり，

約30分程度の作業であった。①入れ替え前の養殖籠（30

㎝×30㎝×15㎝の四角い籠を縦に13段連結したもの，目

合1 .5㎜）の海中からの引き上げ，②籠をたたいて足糸で

網地に付着した稚貝のたらいへの回収，③海水を満たし

たたらいの中で約４㎜目合のフルイを使用した大型個体

の選別・ヒトデ等害敵生物の除去，④海水を満たした別

のたらいへの一時収容，⑤スプーンを使った稚貝の網目

の大きな養殖籠への収容（密度調整），⑥海中に垂下し，

養殖開始。試験養殖では，13段の養殖籠（目合4 .5㎜）の

うち上から３段を使用し，おおむね一籠に200個の密度

となるように稚貝を収容した。稚貝の大きさは平均殻長

5 .8㎜であった。これを実験群とし，全部で４連を垂下養

殖した。他方，作業工程①の後ただちに⑤・⑥の工程を

行ったものを対照群とし，全部で4連を垂下した。籠入れ

替え作業は長万部漁業協同組合青年部諸氏によって行わ

れた。

稚貝のサンプリングは養殖開始時（８月23日），翌日

（８月24日），６日後（８月29日），８日後（８月30日）お

よび９日後（９月１日）の計５回行い，籠３段分を一括

して回収した。回収した稚貝のうち10個体をTG分析用

に凍結保存した。凍結保存した稚貝のTG含有量は発色

試薬としてトリグリセライド－Ｅ－テストワコー（和光純

薬：GPO･DAOS法）を用いたマイクロプレートによる分
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析法によって分析した10）。垂下養殖環境のうち，水温・

塩分・流向流速を養殖施設の水深約10ｍに垂下した係留

式連続記録計（アレック電子 ACM16M－332）によってモ

ニタした。

結果および考察

ホタテガイ稚貝を試験養殖した８月23日から９月１日

までの水温は15 .6～22 .5℃，塩分は30 .15～31 .53，水平流

速は0 .6～9 .8㎝/sおよび垂直流速は0～6 .2㎝/sの範囲にあ

った。これらは試験開始から終了時までの漁場環境が穏

やかであったことを示す。

試験開始から終了時までの稚貝の殻長の変化を図２に

示した。稚貝は養殖作業の翌日から終了時まで殻長の増

加が認められ，実験群と対照群との間にサイズの違いは

認められなかった。試験開始から終了時までの稚貝の

TG含有量の変化を図３に示した。実験群と対照群ともに，

養殖作業の翌日からTG含有量は増加傾向を示したが，８

日後まで対照群のTG含有量は実験群よりも高めに推移

した。

飢餓飼育下におけるホタテ稚貝のTG含有量の減少お

よび2004年に観察された時化後のTG含有量の減少はい

ずれも１日程度の摂餌阻害（飢餓や養殖籠の振動）によ

る稚貝の摂餌エネルギーと消費エネルギー収支の差を捉

えたものであると解釈していた10，11）。しかし，本試験で

は養殖期間中に両群ともに殻長による成長差のないこと，

TG含有量の増加が認められていることから，養殖作業

８日後まで，実験群のTG含有量が対照群より低かった

こと（図３）を短期間の摂餌エネルギー不足では説明で

きない。マガキでは，養殖作業ストレスがストレスホル

モンの分泌を促し，免疫力低下という生理障害をもたら

すことが報告されている12，13）。本研究で得られた結果は

養殖作業ストレスがその後のホタテガイ稚貝のTG代謝に

何らかの影響を及ぼした結果，作業後のTG含有量を低

下させた可能性がある。しかし，二枚貝のストレスによ

る影響に関する研究はほとんどなく，ストレスとホタテ

ガイのTG含有量との関係を今後検討する必要がある。
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図１ 養殖試験実施地点 図２ 籠入れ替え作業後の養殖期間中の稚貝の殻長の変
化　●は籠入れ替え作業を経験した群，○は対照
群。縦棒はSD

図３ 籠入れ替え作業後の養殖期間中の稚貝のトリグリ
セライド含有量の変化　シンボルは図２と同じ。
*（p＜0.05）はMann－Whitney U－testで有意な差が
認められたことを示す
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